
上越市の地方創生の取組について 

１ 上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進について 
・国を挙げた地方創生の取組が本格化する中で、当市では、昨年 5月に「産・官・学・金・労・

民」の各種団体で構成する「上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会」を設立し、その後、

10月には、当市及び協議会の構成員 55団体が実施主体となる地方創生に向けた事業をとり

まとめた「上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

・本戦略では、若者・子育て世代から「選ばれるまち」「住み続けたいまち」を全体目標として

掲げ、「しごとづくり」「結婚・出産・子育て」「まちの活性化」「ＵＩＪターンとまちの拠点

性」の四つの政策分野において、市民及び各種団体の皆さんとの連携・協働の下で人口減少

問題への対応を図り、次の世代に安心して引き継いでいくことのできる持続可能なまちづく

りを進めます。 

・平成 28年度からは、各種団体や企業の皆さんによる地方創生に資する事業を支援する「地方

創生推進事業補助金」を新たに設け、地域の総力を挙げて若者の雇用創出や当市の拠点性・

求心力の向上を図っていくこととしています。 

 

≪地方創生に向けた主な市の取組と民間団体の関わりのイメージ≫ 

 

  

総合戦略の政策分野 各政策分野の主な取組

　上記三つの分野における取組を総動員し、当市の魅力と
求心力を高める取組を中心に展開

＜主な新規・拡充事業＞
　（新規）定住促進に向けた奨学金の創設
　（拡充）市内企業における雇用の促進

　産業・経済分野、農林水産分野、教育・文化分野、市民が
主役のまちづくり分野の施策や、「交流」戦略に基づいた取
組を中心に展開

＜主な新規・拡充事業＞
　（新規）城下町高田の景観づくりの推進　※H28年3月補正
　（新規）城下町高田の街なか居住の促進　※H28年3月補正
　（新規）新規就農者等の定住・転入の促進

　健康福祉分野、教育・文化分野の施策や、重点戦略の
「暮らし」戦略に基づいた取組を中心に展開

＜主な新規・拡充事業＞
　（新規）電子母子手帳サービスの導入
　（拡充）妊産婦・子ども医療費の助成
　（拡充）病児・病後児保育室の運営
　（拡充）不妊治療費の助成

   産業・経済分野、農林水産分野の施策や、重点戦略の
「産業」戦略に基づいた取組を中心に展開

＜主な新規・拡充事業＞
　（新規）雪冷熱エネルギーの活用の促進　※H28年3月補正
　（新規）雪下・雪室野菜の生産と供給の拡大への支援
　　　　　　※H28年3月補正
　（新規）城下町高田の街なか回遊の促進　※H28年3月補正

≪市の取組：第６次総合計画に基づく事業≫

三つの重点戦略 土地利用構想

暮らし 産業 交流 人口減少社会に対応した
まちの構造の実現

○「農・商・工・環」連携による産業界の
新たな事業展開

○金融機関による資金や情報面での
支援

○大学・研究機関の技術や人材の
活用

○民間団体による地域資源の活用
○地域を挙げた「誰もが生きがいを
持って働ける環境」づくり

○民間団体のノウハウをいかした

「出会いの場」の創出

○民間団体や専門家が連携した

「きめ細かく多様な」子育てサービス
の提供

○地域を挙げた子育ての推進

○多様な地域資源をいかしたまちづくり

の展開

○金融機関や産業界、大学などによる

情報面、資金面でのまちづくり活動へ
の支援

○大学生の活力を生かした地域活性化

○地域が一丸となったまちの魅力の

発信

≪民間団体による地方創生の取組を支援≫

新規 地方創生推進事業補助金 6,000千円

産業界、大学・研究機関、金融
機関、労働団体、まちづくり団体
などの連携の下、地域資源を
生かした地域経済の活性化を
進めます

市による各種制度・施策に加え、
民間団体や専門家と一体と
なって、切れ目なく、きめ細かな
サポートを実現していきます

当市の地域特性を生かし、市民
の手によるまちづくりを進めます

ＵＩＪターンを促進するための
制度を強化します

≪民間団体の取組≫

上越市まち・ひと・しごと

創生推進協議会構成団体
⇒さらなる地域を挙げた取組へ

しごとづくり

結婚・出産・子育て

まちの活性化

ＵＩＪターンとまちの拠点性

7,514,475千円

2,209,230千円

2,445,399千円

229,858千円

※各政策分野の予算額は、上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に登載している第6次総合計画に基づく事業
の予算額（再掲を含む）

上越市配布資料① 



 

２ 地方創生加速化交付金を活用した事業 （平成２８年３月補正） 
・地方創生の推進に当たり、国は、平成 27年度補正予算において、地方自治体が地方版総合戦

略に基づき実施する先駆的な取組への支援を行う「地方創生加速化交付金」を創設しており、

市では、「城下町高田の歴史・文化をいかした『街の再生』」と「雪室・利雪による地域産業

イノベーション」の二つのテーマの事業について、同交付金を活用して地方創生の取組を推

進していきます。 

・今後、国が平成 28年度予算で創設する「地方創生推進交付金」についても積極的に活用し、

地方創生の取組を推進していきます。 
 

≪事業の展開イメージ≫ 

 
 

テーマ１ 城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」 

・江戸時代の城下町の町割りを残し、様々な都市機能が集積している高田市街地において、日

本一の長さの雁木通りや魅力的な空間を持った町家、寺町寺院群など、そこに受け継がれて

いる有形・無形の資産を当市の大きなまちの力として活用し、街なか居住を促進するととも

に誘客・回遊を強化する。 
 

テーマ２ 雪室・利雪による地域産業イノベーション 

・雪室商品の開発及び雪下・雪室野菜の生産・流通の仕組みを構築し、「雪」を生かした地域産

品の高付加価値化と地域ブランド化を進めていくことで、当市ならではの新たな仕事づくり

や、所得向上につなげる。 
 

テーマ 事業名 
事業費 

(千円） 
事業概要 

テーマ１ 

 

城下町高田の

歴史・文化を 

いかした 

「街の再生」 

城下町高田街なか

居住促進事業 
34,220 

○城下町の町割りをいかした土地利用促進に向けた基礎調査 

○町家を活用した大学生用のシェアハウスの整備 

城下町高田景観

づくり推進事業 
1,949 ○地域住民との協働による景観形成計画策定に向けた調査 

城下町高田街なか

回遊促進事業 
13,215 

○二つの 100年建築を核とした誘客・回遊の強化 

○雁木や町家の魅力をいかした店舗やイベントの拡大による回遊性の

強化 

○官民協働によるプロジェクトの設置 

小計 49,384  

テーマ２ 

 

雪室・利雪に 

よる地域産業 

イノベーション 

雪冷熱エネルギー

活用事業 
27,770 

○雪むろ推進プロジェクトによる雪室商品の開発促進と情報発信 

○雪むろ推進プロジェクトで開発した雪室商品を生産・増産する新たな

雪室の整備と既存施設の雪室としての有効利用可能性の調査 

○首都圏や関西圏などでの雪室商品や雪の利活用方法等を広くＰＲす

るプロモーション活動の実施 

雪下・雪室野菜生

産拡大支援事業 
10,417 

○大根、人参、キャベツなど6品目の野菜についての雪下野菜及び雪室

野菜の生産と供給の拡大に向けた支援 

○雪下・雪室野菜のブランド強化・販路拡大 

小計 38,187 
 

合計 87,571  

 

テーマ

地域エネルギー活用事業
（雪室改修等補助事業等）

テーマ２：
雪室・利雪による地域産業イノベーション

「農・商・工・環」連携による雪室商品や雪下野菜、
雪冷熱エネルギーの普及

テーマ１：

城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」

城下町高田の歴史・文化をいかした
「街なか居住」の促進と「誘客・回遊」の強化

歴史・文化

城下町高田の
発展的継承

雪
雪国の自然や
風土の活用

地方創生加速化交付金
（平成28年3月補正）

地方創生先行型交付金
（上乗せ交付分）※平成27年9月補正



 

 

H28.4.26 更新版  

 （下線部分を更新） 

 
上越市地方創生推進事業補助金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇補助金の額は、補助対象経費の 1/2の額とし、1事業につき 100万円を限度とします。（1,000

円未満の端数は切り捨て） 

○事業に伴う収入がある場合の補助金の額は、支出額から収入額を控除した額とします。 

○補助金は、団体等の希望により、事業の完了前に支払（概算払）をし、完了後に清算します。 

〇事業の申請は、1団体につき 2事業までとします。 

 
 
上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会の会員及び参加団体 

※上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定した時点の会員・参加の 55団体 

補助金の交付を申請できる団体等 

 
 

地方創生（上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略）を推進する次の事業で、平成 29年 3月 15

日までに完了する事業 
 

⑴ 各団体・企業の取組（総合戦略「個別事業プランリスト」に掲載した事業）のうち、①既存の取

組を拡充・レベルアップする事業、②計画・構想段階の取組を実施する事業 

※ ①は、既存部分と拡充・レベルアップ部分が一体的に行われる場合には、その全体を

対象事業とします。 

⑵ 新たに取り組む事業 

※ 総合戦略に定める「具体的施策」（A-1-1からD-2-1までの 24施策のいずれか）の推進

を図ることを目的に取り組む事業 

補助対象の事業 

 
 

〇補助対象事業の実施に必要な経費のうち、6月 1日以後に行う事業に係る経費 

※次年度に行う事業のための調査及び事業計画の策定の経費を含みます。 
 

〇ただし、次の経費は対象から除きます。 

①補助金の交付の申請、補助対象事業の実績の報告及び補助金の請求に要する経費 

②補助金の交付を受ける者及び関係者の飲食及び遊興に係る経費 

③不動産の取得に係る経費 

④建物の建設、改修等のハード事業（ソフト事業と組み合わせて行うものを除く。）に係る経費 

⑤補助対象事業の実施に必要な臨時的な雇用以外に係る人件費 

⑥市、国又は他の地方公共団体からの補助金の交付対象となる経費 

⑦その他市長が補助対象経費にふさわしくないと認める経費 

補助対象の経費 

補助金の額等 
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H28.4.26 更新版  

 （下線部分を更新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】上越市企画政策課企画政策係 内山、石黒 

電話：526-5111 内線 1852  

          メール：kikaku@city.joetsu.lg.jp 

 
 

〇補助金の申請の受付期間は、4月 27日から 5月 31日までとします。 
 

〇対象事業は、市の予算（600 万円）の範囲内で決定します。事業の選定・決定に当たっては、

地方創生のキーワード「チャレンジ」「つながり」を推進する観点から、次の特徴・仕組みを多く

有する事業を優先しますので、事業を検討する際の参考としてください。 
 

特徴・仕組み 内 容 

新規性 
・地域でこれまでにない事業 

・克服すべき課題等に対し、果敢に挑戦する事業 

地域性 
・地域の資源や人材を活用した事業 

・地域の実情や将来性を踏まえた事業 

発展性 ・将来的に補助金に頼らずに、事業として自走することができる事業 

実効性 

・高い効果が見込まれる事業 

・一つの施策だけでなく、複数の施策の実現に効果を発揮する事業 

（例）「A-1-4 上越の農業の競争力強化と担い手確保」と「D-1-1UIJ ターン

の促進」につながる事業 

団体間の連携 
・他団体（協議会に参加していない団体を含みます。）と連携・協力して行う

事業 

 

○事業の選定は、補助金交付申請書の記載内容による書類審査で行い、6 月前半に選定事業を公

表します。なお、書類審査は、市職員のほか、当協議会の会員団体（一部）から審査員の選出に

協力をいただいて行う予定です。 

申請・対象事業の決定等 



 

第２号様式（第７条関係） 

事業計画書 

事 業 の 名 称 おもてなしアップと地域の魅力 PRによる外国人誘客事業 

団体等の名称及

び代表者の氏名 
 ・・・・・・・  ・・・・・・・・ 

所 在 地 
〒・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

連 絡 担 当 者 

（部署）・・・・・・・ 

（氏名）・・・・・・・ 

（連絡先）電話 ・・・・・・・ ＦＡＸ ・・・・・・・ 

     メール ・・・・・・・ 

 

１ 団体等の概要 

設 立 目 的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

活 動 分 野 

（ 業 種 ） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

設 立 年 月 ・・年・・月設立 

構 成 員 数 ・・人（ ・・年・・月・・日現在） 

団体等の沿革 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

２ 事業の概要 

 ⑴ 事業区分 

区分 

□ア 既に実施している「個別事業プラ

ン」を拡充・レベルアップする事業 

□イ 未実施（計画・構想段階）の「個

別事業プラン」を実施する事業 

「個別事業

プラン」の

名称 

 

■ウ 新たに取り組む事業で「具体的施

策」の実現に資するもの 

「具体的施

策」の名称 

A-2-1 観光コンテン

ツの充実と観光関連

産業の強化 

備考 

１ 「個別事業プラン」は、上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略の個別事業プラン

リストに掲載する事業のうちから該当するものを全て記載してください。 

２ 「具体的施策」は、上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に定める「A-1-1」か

ら「D-2-1」までの施策のうちから該当するものを全て記載してください。 

 

⑵ 事業の目的・効果 

●●地域を拠点に滞在型の外国人観光客の増加を図ることで、地域の飲食店・宿泊施設等

の観光産業の振興や、地域資源の再発見・継承など、地域全体の活性化につながる。 

備考 事業がどのように地方創生につながるかを記載してください。 

記載例 
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⑶ 事業の内容・実施方法 

・地域の飲食店・宿泊施設等の受入れスタッフのスキルアップ講座の受講、資格取得 

・飲食店で提供する外国人向けの料理を、●●団体から地域食材の提供・メニュー考案等の

サポートを受けて開発 

・外国人が好む地域の観光資源の発見と、受入れ体制を検証するため、モデルツアーを開催 

・開発料理や観光資源の PRパンフレットの作成 

備考  

１ 既に実施する「個別事業プラン」を拡充・レベルアップする事業（上記⑴ア）の場

合は、拡充・レベルアップする内容が分かるように記載してください。 

２ 他の団体と連携する場合は、その内容についても記載してください。 

 

⑷ 事業の目標 

 ・外国人をガイドするスタッフのスキルアップ講座の受講者数  ●●人（H28年度） 

 ・地域に滞在（宿泊）する外国人の数  ●●人（H29年度） 

備考 数値目標又は定性目標（目標とする状態を言葉で表したもの）を記載してください。 

 

⑸ 事業のスケジュール 

月 実施項目 

７月 スキルアップ講座・資格取得講座の受講 

8月 外国人向けの料理メニューの開発（●●団体のサポート） 

1月 モデルツアーの開催 

2月 PRパンフレットの作成 

  

⑹ 次年度以降の事業の見通し 

・周辺の観光スポットとの連携・外国人観光客の回遊性の向上に取り組む。 

・開発した料理メニューを本格提供する。 

・旅行業者等と連携し、観光ツアーを造成する。 

  

⑺ 事業のアピールポイント 

 ・・・・・・・・は上越市内で初めての取組である。 

・・・・・・・・が課題（高いニーズ）であるため、その対応に挑む。 

・・・・・・・・の実績とノウハウをいかす。 

・・・・・・・・の効果のほか、・・・や・・・・などの多くの効果がある。  など 

 備考 新規性（地域でこれまでにない取組、克服すべき課題等に対し、果敢に挑戦する取

組）、地域性（地域の資源や人材を活用した取組、地域の実情や将来性を踏まえた取

組）等のアピールポイントを自由に記載してください。 

 

 

 



 

⑻ 事業の収支計画等 

  ア 収入の部                           （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

地方創生推進事業

補助金 
500,000円 

計算式：（①-②-③）×1/2 

※補助金の上限額となります。 

モデルツアーの参加

者負担金 
②  30,000円 参加者の食費相当（3,000円×10人） 

寄付金 ③  70,000円 本事業への寄付金 

自主財源 600,000円  

合  計 1,100,000円  

  イ 支出の部                           （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

スキルアップ講座の

講師謝金 
200,000円 3回開催 

資格取得講座の受

講の経費 
50,000円 

東京（参加費 10,000円、交通費 20,000円、

宿泊費 10,000円×2日） 

外国人向け料理メニ

ューの開発費 
150,000円 

開発コンサルティング料 120,000 円、食材購

入費 30,000円 

モデルツアーの開催

経費 
500,000円 ・・・・・、・・・・・、・・・・・ 

PR パンフレットの作

成 
200,000円  

合  計 ① 1,100,000円             

  備考 次に掲げる書類を添付してください。 

    ⑴ 団体等の規約、会則又は定款の写し 

    ⑵ 事業の支出に係る見積書の写し（見積書を添付できない場合は、積算資料） 

    ⑶ 事業の参考資料 



 

第１号様式（第７条関係） 

上越市地方創生推進事業補助金交付申請書 

 

年  月  日 

（宛先）上越市長 

申請者 住所（所在地）   

    団体等の名称      

    代表者役職・氏名                    ○印  

    電 話 番 号            

 

 次のとおり上越市地方創生推進事業補助金の交付を申請します。 

事 業 の 名 称  

事業の目的及び内容 別紙事業計画書のとおり 

事 業 費 
                  円 

（うち補助対象経費         円） 

補助金交付申請額                   円 

（上越市暴力団の排除の推進に関する条例に基づく暴力団の排除のための誓約） 

⑴ 補助金を暴力団の活動に使用しません。 

⑵ 補助金の交付の対象となる事業により暴力団に対し利益を供与することはありません。 

⑶ ⑴又は⑵に反する場合は、この申請を却下され、補助金の交付の決定を取り消され、

又は交付を受けた補助金を返還することを承諾します。 

□ 上記について誓約します。（□にレ点を記入してください。） 
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第２号様式（第７条関係） 

事業計画書 

事 業 の 名 称 
 

 

団体等の名称及

び代表者の氏名 

 

 

所 在 地 
〒 

 

連 絡 担 当 者 

（部署） 

（氏名） 

（連絡先）電話        ＦＡＸ 

     メール 

 

１ 団体等の概要 

設 立 目 的  

活 動 分 野 

（ 業 種 ） 
 

設 立 年 月 年   月設立 

構 成 員 数   人（     年   月   日現在） 

団体等の沿革  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２ 事業の概要 

 ⑴ 事業区分 

区

分 

□ア 既に実施している「個別事業プラ

ン」を拡充・レベルアップする事業 

□イ 未実施（計画・構想段階）の「個

別事業プラン」を実施する事業 

「 個 別

事 業 プ

ラ ン 」

の名称 

 

□ウ 新たに取り組む事業で「具体的施

策」の実現に資するもの 

「具体的

施策」の

名称 

 

備考 

１ 「個別事業プラン」は、上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略の個別事業プラン

リストに掲載する事業のうちから該当するものを全て記載してください。 

２ 「具体的施策」は、上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に定める「A-1-1」か

ら「D-2-1」までの施策のうちから該当するものを全て記載してください。 

 

⑵ 事業の目的・効果 

 

備考 事業がどのように地方創生につながるかを記載してください。 

 

⑶ 事業の内容・実施方法 

 

備考  

１ 既に実施する「個別事業プラン」を拡充・レベルアップする事業（上記⑴ア）の場

合は、拡充・レベルアップする内容が分かるように記載してください。 

２ 他の団体と連携する場合は、その内容についても記載してください。 



 

⑷ 事業の目標 

 

備考 数値目標又は定性目標（目標とする状態を言葉で表したもの）を記載してください。 

 

⑸ 事業のスケジュール 

月 実施項目 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑹ 次年度以降の事業の見通し 

 

  

⑺ 事業のアピールポイント 

 

 備考 新規性（地域でこれまでにない取組、克服すべき課題等に対し、果敢に挑戦する取

組）、地域性（地域の資源や人材を活用した取組、地域の実情や将来性を踏まえた取

組）等のアピールポイントを自由に記載してください。 



 

⑻ 事業の収支計画等 

  ア 収入の部                           （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

地方創生推進事業

補助金 
  

   

   

   

   

合  計   

  イ 支出の部                           （単位：円） 

費  目 金  額 説  明 

   

   

   

   

   

 

 
  

   

   

   

   

   

合  計   

  備考 次に掲げる書類を添付してください。 

    ⑴ 団体等の規約、会則又は定款の写し 

    ⑵ 事業の支出に係る見積書の写し（見積書を添付できない場合は、積算資料） 

    ⑶ 事業の参考資料 

 



RESAS/観光マップ/From-to 分析 
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